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　ご紹介いただきました小林でございます．先
ほどご紹介の中にございましたように，金澤
先生と私のお付き合いは地域実践教育研究セン
ターを中心としたものでした．それも数年間，
短期間のお付き合いでございましたので，これ
までお話いただいた方々に比べてスピーチも短
くなっております．
　地域実践教育研究センターは平成 16年のこ
とですが，文科省の一つのプログラムでありま
す現代ＧＰにおいて開発された「都市再生を目
指す地域連携プログラム」の成果を大学として
引き継ぐということで，平成 19年に地域実践
教育研究センターというかたちで成立したもの
です．先ほどご紹介いただきましたように，私
が第一代のセンター長でございまして，二代目
のセンター長が金澤先生でございます．
　センターの活動は先ほどからいろいろお話が
ございましたように，まず地域で活躍できる人
材を育てるということから，そのための講義が
地域交流科目という名称でございまして，それ
を通しての教育があります．さらに横浜国大が
神奈川，横浜に所在するということで，その地
域において学生が主体的に地域再生プロジェク
トをおこす，これは応募型で，学生が申し出
てプロジェクトが動き出すプログラムがありま
す．そういう仕組みによって全体として，学生
が参画する実践的プログラム，その実施が中心
となっている，そういうセンターでございます．
　地域実践教育研究センターは，そもそもはじ
めから教育および学習は全学部の教員参加のも
とで行われ，さらに全学の学生・院生が対象と
なっておりまして，二代目の金澤センター長の
もとで，そこで行われた講義の履修と活動の実
践を単位化する努力がなされ，正式の科目とし

て認めるということが実現いたしました．これ
は金澤先生のお力だと理解をしております．履
修したあとの修了証も交付されるということで
す．
　この全学的教育の取り組みは横浜国大の中で
特色ある教育として外部評価，外部の方々がい
ろいろ大学を評価する外部評価の第一番目に評
価されているということで，大変大きな成果を
上げているものであると思っております．当初，
センターが現代ＧＰを引き継いだということも
ございまして，現代ＧＰはどちらかといいます
と地域づくりの色彩が濃く，建築学コース教員
の方々や学生が中心になって引っ張ってきたわ
けです．工学研究院で都市計画を担当している
私が初代センター長を勤めたわけです．しか
し，先ほどから縷々申し上げておりますように
センターの目的は全学的な教育でございますの
で，センター誕生の以前から，今日お集まりの
中にも関係者がいらっしゃると思いますが，全
学的な教育実践の場づくりに努力してまいりま
した．工学部中心だった現代ＧＰからセンター
が誕生してから，さらにさまざまな学部の教員
が参加し，また学生が主体的に行動を起こして
きました．多くの方々のご参加をいただきまし
たが，中でも金澤先生はセンターの教育・実践
に積極的に参加いただきました．またプロジェ
クトにも，「水とエコ」というテーマを中心に
ご活躍いただいていました．
　私は 2008年３月に定年で退職いたしまして
特任教授になったわけですが，新たにセンター
長をどなたかにお願いしなければいけないわけ
ですが，金澤先生以外いないということで，セ
ンター准教授であります三輪先生とご一緒にセ
ンター長をお引き受けいただけないかというこ
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とで研究室に伺ったわけです．
　実は内心，非常に恐る恐る行ったわけです．
むしろ引き受けられなければどうしようと思っ
ており，伺ったわけですが，その際「お引き受
けいたします」と一言で引き受けていただいて
大変感謝しております．なぜそんなかたちでお
引き受けいただいたのかということを，今振り
返って考えてみますと，現在でも，実はセンター
のホームページに金澤先生のお写真と就任した
ときのごあいさつが掲示されております．その
ホームページのごあいさつをお読みすると，な
るほど先生のご関心はこういうふうに深かった
ということが分かります．
　若干紹介させていただきますと，最初に経済
のグローバル化という言葉がでてきます．「経
済のグローバル化が進む中で，いま求められて
いるのは，自らの地域資源を発掘し，諸資源の
連携を組織化し，グローバル化に柔軟に対応し
つつ豊かな生活を創出する力を養うことであり
ます．これを地域創造力と呼ぶならば，本セ
ンターの役割は，地域創造力にかかる体系的研
究を基礎としながら，学部・大学院レベルの教
育と地域の人々のリカレント教育を通じて，地
域創造の担い手を養成していくことと考えられ
ます」．このような内容です．その言葉通りに
センター長として金澤先生はシンポジウムを開
催，センターでの活動から受けた意見書を，先
ほどお話を伺った県民会議に提出するなど，セ
ンターの活動を積極的に外部に情報提供されて
おられたようでございます．それからセンター
活動の基盤を確立するための外部資金の確保に
も努力されたようです．
　先ほど申し上げたように，私は専門が都市計
画学でございますが，近年，都市計画という言
葉を使わないで最近の都市再生・地域再生のた
めにはエリアマネジメントという言葉を使おう
と提案しております．都市計画という言葉では
なくエリアマネジメントという言葉を使う．そ

のための実践と研究を進めているわけですが，
その研究の目的の中心はグローバル化が進行す
る状況でこそ地域の人材を含めたさまざまな資
源を活用して地域特性を守り，その上の地域価
値を高めることが重要であるという認識です．
そのためには地域価値を高めるための人材が組
織化され，その組織を支える財源が必要であり
ます．金澤センター長のお考えにそういう意味
でより共感しているところです．すなわちグ
ローバル化が進展するこのことによって変化が
求められれば求められるほど，ローカル化，す
なわち定住化し成熟した地域価値の高い社会に
暮らすことを人々が求めると考えます．国家が
グローバル化の進展の中で姿が見えにくくなっ
ている時代に，人々のグローバル化への対抗力
を高めるものと考えられるわけでございます．
　実は金澤先生とはセンター長でのお付き合
いとは別に文部科学省のプログラム，21世紀
COEの横浜国大プロジェクトの延長線上にあ
ります神奈川拡大流域圏研究会，これはニッセ
イ財団の助成で支えられてきたものでございま
すが，ここでもご一緒させていただいておりま
した．金澤先生がこの研究会の下部テーマの２
番目「世界の経済都市工学プラットホーム」の
責任者でございまして，私がそのサブテーマの
一部を担当し，先ほどの研究会の中心になられ
ている環境情報研究院の佐土原先生からお話を
聞いたところ，まだ先生の原稿は出来上がって
いないのですが，お弟子さんが今研究会でのい
ろいろな発言をまとめられているということで
ございます．金澤先生と同じ本に，確か東大出
版会から刊行と聞いておりますが，今年度中に
出版される本に私も名前をご一緒させていただ
くということは大変うれしい思いでございます
し，一方金澤先生の遺稿にもなることであり残
念なことでもあります．
　簡単ですが私のごあいさつとさせていただき
ます．どうもありがとうございました．
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　今日，ハイビジョンを通じて私たちは上海で
「金澤史男先生を偲ぶ会」に参加することにな
ります．この機会を利用して，まず自分の心境
を述べさせていただきます．
　まずは悲しく感じます．金澤先生は私たちと
離れて３カ月以上経ちましたが，いまでも金澤
先生の笑顔が頭に浮かびます．私は金澤先生と
２回しか会ったことがなかったのですが，その
２回しかなかった対面からは非常に強い印象を
受けています．
　去年の春，私が初めて横浜国立大学を訪問し
たとき，歓迎をしてくれた金澤先生と初めて
会って話をしました．その時強く感じたのは先
生のユーモアのある話振り，率直な人柄，そし
て知恵のあふれている学者であることです．今
年の秋は金澤先生が本大学を訪問し，学生を対
象に講義も開く予定でした．しかし，急な逝去
で，私たちは先生に再会することができなくな

り，今は悲しい気持ちでいっぱいです．
　次に感じたことは両大学の良い関係です．横
浜国立大学と華東師範大学の両大学間は交流を
通じてよい関係を築きました．そのような交流
ができたこと，またそのような関係を築けたこ
とは，ひとりの推進者である金澤先生の努力が
切り離せません．華東師範大学と横浜国立大学
間の両大学の交流が，これからも促進していく
べきだと金澤先生もきっと考えていた．それに
ついて，私たち，今ここにいる人々も同じ考え
を持っているのだと思います．
　来月，私はもう一度横浜国立大学を訪問する
予定です．大学間の交流協定を通じてさらなる
大学間の交流を展開するため努力いたします．
また，新しい成果を金澤先生に見せてあげたい
と思います．これで失礼させていただきます，
ありがとうございました．

庄輝明（華東師範大学副学長）

張祖国（華東師範大学経済学科長）

　私は張と申します．２～３年前に横浜国立大
学を訪問したことがあります．そのとき金澤先
生にはいろいろとお世話になりました．その感
謝の気持は今までずっと持っております．金澤
先生が亡くなられましたことは非常に悲しくて

非常に残念だと思います．華東師範大学と横浜
国立大学との交流を深めていくことは，金澤先
生の気持でもあると思い，私は引き続き努力し
ていきます，これからもよろしくお願いします．

李晶（華東師範大学副教授）

　元ゼミ生の李晶と申します．金澤先生の指導
のおかげで，卒業してから横浜国立大学を離れ
て，すぐ上海に，今の華東師範大学に勤務する
ことができました．今，私は経済学科長の張先
生のところで一緒に日本経済，そして日中経済
の比較研究を始めたいと思っております．なぜ

かというと，こちらの経済学科では財政学とい
う講義がまだ開設されていません．私は新たに
日本の財政，もちろん中国の財政と違うのです
が，金澤先生から教えていただいたものを無駄
にしないで，中国の学生に紹介し，経済学科で
学生たちと一緒に日中の財政についての比較研
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究を行う予定です．
　私が先生と初めてお会いしたのは大学院入試
の面接試験でした．初めてお会いしたときの印
象はすごく厳しく，鋭い質問を出す先生でした．
厳しい質問をされた時に，私はただ怖くて，緊
張して，頭が真っ白になった気持でした．でも
先生のゼミ生になって，はじめて先生の優しさ
と思いやりを感じました．私たちを丁寧に指導
してくださって，そして論文の書き方，資料の
調べ方も細かく説明してくださいました．修士
論文を完成したあと，先生はオフィスで私の論
文をチェックし，真っ赤な修正ペンで深夜まで
作業を続けていました．その真っ赤な修正ペン
で修正された論文を思い出すたびに先生への感
謝の気持ちが溢れます．
　卒業して中国に戻り，もう先生と会えないと
思いましたが，国際交流のおかげで，帰国して
間もなく先生と再会することができました．先
生のおかげで上海市政府の調査団，大学の交流
団が日本で調査訪問することができました．ま
た，調査先の連絡やホテルの手配などまで快く
引き受けてくださり，大いに助かりました．そ
のこともあって，先生はよくこのような冗談を
言います．「私は先生なのに，なぜ学生の手伝
いをしなければならないのですか？」毎回先
生が私たちのために苦労をしたことを考えます
と，胸がいっぱいで，言葉が出なくなります．
横浜国立大学と華東師範大学が今のように頻繁

に交流し始めたのは２～３年前からだと思いま
す．そのときから毎年，横浜国立大学の教授団
がうちの大学を訪問し，各学部で模擬講義や模
擬ゼミを行います．金澤先生が初めて来たのは
去年の春でした．先生が来ることを知って，一
番楽しみにしていたのは私の学生たちです．な
ぜかというと，私はいつも金澤先生のことを，
特に先生の学問についての考え方を学生に紹介
していたからです．先生は笑顔で学生と学問の
話をし，言葉の壁を越えて，優しい気持ちと思
いやりで学生と接していました．初めての交流
ですが，学生から大変歓迎され，今年の秋に本
格的な講義を聞くことを楽しみに待っていまし
た．また両大学間の定期的な訪問により，先生
は本大学商学院のほかの先生とも仲良くなり，
みんなも再会することを楽しみにしていまし
た．それが今になってできなくなったことは，
とても残念だとしか思えません．
　金澤先生は留学生の受け入れにも熱心に携
わっていました．指導教員としての受け入れだ
けでなく，受け入れ可能な先生も紹介してくれ
ました．先生のおかげで，多くの優秀な学生が
横国大へ留学することができ，いまは新たなプ
ロジェクトも計画されています．金澤先生は天
国に行かれましたが，残っている私たち，ここ
にいる人たちは先生の意志をついで，さらなる
交流の推進に貢献したいと思います，よろしく
お願いします．ありがとうございました．




